
Translucent MgAl2O4 Spinel Ceramics Produced by

Isostatically Hot Pressing

津久間孝次、山内正一

Journal of the Ceramic Society of Japan 111144（10）、

802－806（2006）

MgAl2O4微粉末を用いたHIP法により透明焼結体を作

製した。焼結体組織を微小粒径にするため低い焼結温

度で緻密化する助剤を探索した結果、B2O3が有効で

あることを見出した。B2O3 1500ppm添加したとき焼

結温度は200℃低下し、1300℃で緻密な焼結体が得ら

れた。焼結体をHIP処理した試料は直線透過率80%を

示す良好な透明体となった。B2O3の焼結体組織への

影響を調べその働きを議論した。

アーキングに対するスパッタターゲット中の微小酸化

物の影響（酸化物依存性とアーキングのモデル化）

川畑貴裕、稲生俊雄

東ソー研究・技術報告　50巻、15－22（2006）

スパッタ成膜における異常放電（アーキング現象）は

パーティクルによる製品欠陥の主要因であり、スパッ

タターゲット実用上最大の課題である。アーキング現

象は、ターゲット中に混在する異相（酸化物）によっ

て誘起されると考えられているが、異相の種類、サイ

ズ依存性等の系統的な基礎研究は未だなされていな

い。今回、種々の酸化物を異相として埋め込んだター

ゲットを作製し、アーキング評価を行なうとともに、

各種シミュレーションの系統的な基礎研究により、ア

ーキングモデルの設定を試みた。本研究から、酸化物

上の表面蓄積電荷がアーキングと深く関連する事を見

出し、一定の表面電荷密度に達するとアーキングが誘

起されるモデルを構築した。本モデルが種々の酸化物

に適用可能であるとともに、アーキング現象が発生し

ない臨界酸化物サイズを導出し、実際のアーキング評

価から求めた値と一致す事を確認した。これにより、

低アーキングを実現するターゲットの製造指針（各種

酸化物に対する管理基準）を得る事が可能となった。

1,3,5－トリアジン化合物の合成とその電子輸送性

田中剛、望月修、佐藤優、相原秀典＊、山川哲＊

東ソー研究・技術報告　50巻、9－14（2006）

近年、有機ELや有機トランジスタなど有機半導体の

技術進歩が顕著であるが、高性能化には速い電荷移動

速度の材料開発が肝要である。我々は特に開発の遅れ

ている電子輸送材に着目し、電子輸送ユニットを有す

る1,3,5－トリアジンを母核として高移動度化を図り、

2x10－4cm2／Vsと従来材料Alq3より100倍も速い新規材

料を開発した。

Development of a Novel Bismuth Precursor for

MOCVD

古川泰志、大島憲昭、舟窪浩＊

東ソー研究・技術報告　50巻、41－44（2006）

FeRAM用強誘電体膜として有望視されているビスマ

ス層状化合物用のCVD材料として、新規ビスマス材

料の開発を実施し、ジメチル（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ

ノメチルフェニル）ビスマスを見出した。開発ビスマ

ス材料は、室温液体の材料であり、CVD材料に必須

の良好な気化特性を有している。開発ビスマス材料の

設計として、配位性側鎖を有する配位子を導入するこ

とにより、配位子の不均化反応を抑制すると供に、熱

安定性を高めている。その結果、開発ビスマス材料は、

非爆発性の化合物であるため、安全に使用することが

できる。開発材料のCVD成膜特性を確認するため、

開発ビスマス材料、Ti（O－iso－C3H7）4、および酸素ガ

スを使用してBi4Ti3O12薄膜作製を行い、CVD材料とし

て使用できることを実証した。

Phase separation and hydrothermal degradation of

3 mol％ Y2O3 － ZrO2 ceramics.

山下勲、津久間孝次

東ソー研究・技術報告　50巻、3－8（2006）

3 mol％Y2O3－ZrO2セラミックスにおける相分離と水熱

劣化をX線回折法により研究した。焼結体の結晶構造

は高温で著しく変化し、焼結温度の上昇と共に高Y濃

度および低Y濃度領域に相分離することをリートベル

ト解析により明らかにした。またそれらの領域はいず

れも正方晶として解析でき、高Y濃度領域についても

c／a≒1の正方晶として解析できることを明らかにし

た。水熱劣化により生じる単斜晶相の量は劣化時間の

増加と共に増加するが、低Y濃度領域の量は減少する。

正方晶から単斜晶への相転移の経時変化を、Johnson

-Mehl-Avrami式を用いて解析した結果、水熱劣化によ

る転移可能な単斜相の量は、低Y濃度領域の量とよく

一致することがわかった。これらの定量的な解析は、

水熱条件下では低Y領域が選択的に単斜晶へ相転移

し、高Y領域は相転移しないことを明確に示す結果で
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ある。3Y-TZPセラミックスにおける水熱条件下での

転移可能な量は、低Y濃度領域の量に依存する。相分

離に起因する低Y濃度領域の形成が焼結体における水

熱劣化の要因と考えられる。

Low－ Temperature Preparation of Metall ic

Ruthenium Films by MOCVD Using Bis（2,4－

dimethylpentadienyl）rutenium

Kazuhisa Kawano, Hiroaki Kosuge, Noriaki Oshima,

and Hiroshi Funakubo＊

Electrochem. Solid-State Lett., 1100（6）, D60（2007）

Ru（DMPD）2の物性をRu（DMPD）（EtCp）と比較した。

Ru（DMPD）2は82℃で13.3Paの蒸気圧を示し、210℃の

熱分解温度を示した。この熱分解温度はRu（DMPD）

（EtCp）より60℃低い。反応ガスとして酸素を用いて

化学気相蒸着法（MOCVD）での成膜を行ったところ、

熱酸化Si（100）基板上に220－400℃で金属ルテニウム

が成膜可能であった。さらに表面平滑性に優れた結晶

質の金属ルテニウムがRu（DMPD）2－酸素系で220℃ま

で成膜可能であることをはじめて明らかとした。

透明導電膜の技術改訂版

内海健太郎

日本学術振興会第166委員会編（株）オーム社発行

透明導電性酸化物薄膜材料に関する技術解説書。内、

1.4節透明導電膜素材資源および6.3節ターゲット材料

を執筆。ターゲットに要求される性能、製造方法、タ

ーゲットの性能について記載。

放射光Ｘ線回折によるIn2O3－SnO2系セラミックスの

構造的研究

山下勲、永山仁士、津久間孝次

平成18年度文部科学省先端大型研究施設戦略活用プロ

グラム成果報告書　SPring－8戦略活用プログラム

2006B, P9－10（2007）

In2O3－SnO2系セラミックス（SnO2＝0、2、5、10wt％）

について高輝度放射光Ｘ線構造解析を実施した。格子

定数はSnO2＝5wt%程度までSnO2量の増加と共に単調

に増加した。また窒素還元した試料では、 酸素中で

焼成したものと比較して格子定数は増大した。SnO2
の固溶限界はおよそ5wt％程度であり、 還元処理によ

る格子膨張は、進入型酸素の減少によるIn3＋同士の静

電反発に起因すると考えられる。各試料について

Bixbite型In2O3構造を初期モデルとしたRietveld解析を

実施したが、反射強度に関して不一致が観測された。

これは陽イオン、陰イオンサイトにおける占有率変化、

ディスオーダーなどに起因すると推測される。

次世代透明導電膜用スパッタターゲットの展望

内海健太郎、渋田見哲夫、満俊宏、倉持豪人、鈴木祐

一、飯草仁志、尾身健治、市田正典、伊藤謙一、戸床

茂久、益子仁

月間ディスプレイ　７月号、61－66（2007）

ITOは、透明導電膜の代表として長く使用されてきた

が、使用量の増加、原料の高騰から、省Inあるいは脱

In透明導電膜の開発が望まれている。省Inの可能性と

してITO中のSnO2量の増加の可能性について、また脱

Inの現状としてZAO薄膜の特性についてまとめた。省

Inは、特性を優先すると省Inにつながらない（In使用

量の低減が困難）という問題点がある。脱In材料候補

のZAOは、抵抗率はITOに及ばないもの透過率は同等

からそれ以上である。酸やアルカリ溶液に弱いという

問題点は、薬液に改良により克服された。また、ター

ゲットの使用効率が高く、高速成膜が可能で、膜質均

一性に優れるCyrindrical Cathode用の円筒形ITOター

ゲットを開発。従来の平板型と同様の高密度化を達成

した。

透明導電膜の新展開Ⅱ（課題）～7章スパッタリング

ターゲット：アークレスへの挑戦

内海健太郎

㈱シーエムシー出版　監修：東京工芸大学　澤田豊教

授 縮刷版

膜中のパーティクル減少にはスパッタリング成膜中に

発生するアークの低減が有効である。ターゲットの高

密度化、組織の均一化、表面粗さの低下によりアーク

の低減が可能となる。2002年10月発行された書籍の縮

刷版。

Effect of Different Astaxanthin Sources on Skin

Pigmentation of Red Sea Bream (Pagrus major)

Agus Kurnia＊,佐藤秀一＊、倉本大輔＊、半澤　敏

水産増殖　5555（3）、441－447（2007）

由来の異なるアスタキサンチンのマダイ体表色への効

果を分析するため、化学合成、Phaffia酵母由来及び

Paracoccus細菌由来のアスタキサンチンを配合した飼

料をマダイに投与した。Phiffia由来及びParaccocus由

来品を投与した群の表皮は化学合成品投与群より明確

に高いアスタキサンチン含量を示した。肉質及び肝臓

の総カロテノイド含量は三群の間に相違はなく、アス

タキサンチンは検出されなかった。本結果は天然品ア

スタキサンチン（Phaffia又はParacoccus由来品）は表
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皮に選択的に蓄積され、マダイの色揚げに効果が高い

ことを示すものである。

パラジウム－セピオライト触媒による有機合成反応

森　嘉彦、山川　哲＊

東ソー研究・技術報告、5500、23－30（2006）

Pd粘土触媒を用い、アルコ－ル酸化反応、Heck反応、

インドリン脱水素反応およびインド－ルのヒドロアミ

ノ化反応を行った。この内、インド－ルのヒドロアミ

ノ化反応においては、Pdセピオライト触媒は62％の

高収率を与えることを初めて見出した。この触媒では

回収が容易でシンプルなプロセス化が可能である。ま

た、この触媒はPdの溶出がほとんどなく、繰り返し

再使用が可能であることを確認した。

フレキシブルディスプレイ用透明プラスチック基板材

料の開発

小原直人、牧田健一、藤井靖芳、岡田久則、土井 亨

東ソー研究・技術報告、5500、45－48（2006）

液晶ディスプレイ分野において、ガラス基板をプラス

チック化する検討が活発化しており、未だ実用化には

至っていないが、今後プラスチック基板を用いた新し

いフレキシブルディスプレイ製品が生産されていくも

のと考えられる。現在、プラスチック基板材料として

検討されているポリエ－テルサルホン（PES）は、光

学特性、耐熱性が不十分である。こてに対して、我々

は、光学特性、耐熱性に優れた新規なプラスチック基

板材料を見出し（開発名：OPS）開発を進めている。

OPS樹脂の特徴を他の透明耐熱プラスチック基板材料

と比較するとともに、フレキシブルディスプレイへの

適合性について紹介する。

医療用ポリエチレンの開発

坂野博英、渡邉憲、雪岡聡、大嶽真都

東ソー研究・技術報告、5500、49－53（2006）

ガラス素材からの転換が期待される医療用プラスチッ

クアンプル用途においては、従来ブロ－成形後に内壁

を洗浄する工程を経ていた。しかしながら、生産性向

上を目的に同洗浄工程を省略すべく、ブロ－成形と同

時に薬液を充填する同時充填ブロ－成形法が開発さ

れ、医療用のポリエチレンには衛生性の観点から低溶

出性（クリ－ン性）、すなわち低微粒子性が求められ

るようになった。本課題を解決すべく微粒子数を従来

品の1/10、全有機炭素（TOC）を40％にまで低減し

たポリエチレン製品を開発した。本報告ではLDPE低

微粒子グレ－ドの低溶出性（低微粒子数、低全有機炭

素（低TOC））を中心に解説した。併せて加工性（溶

融粘度、溶融張力、ドロ－ダウン性）、物性（透明性、

材料強度特性、ESCR）、ブレンドによる応用例につ

いても広く紹介した。

押出ラミネ－ト成形におけるトラブル対策

古屋元史、幸田真吾

コンバ－テック、10、36－40（2006）

押出ラミネ－ト成形におけるトラブル（偏肉、ゲル、

接着不良など）に関して、原因に関する技術的な考察

とその解決策を提案すると共に当社が持つラミネ－ト

加工技術および既存製品を紹介する。

透明プラスチック基板材料「開発名：OPS」

小原直人、牧田健一、藤井靖芳、岡田久則、土井　亨

コンバ－テック、7、74－77（2007）

液晶ディスプレイ分野において、ガラス基板をプラス

チック化する検討が活発化しており、未だ実用化には

至っていないが、今後プラスチック基板を用いた新し

いフレキシブルディスプレイ製品が生産されていくも

のと考えられる。現在、プラスチック基板材料として

検討されているポリエ－テルサルホン（PES）は、光

学特性、耐熱性が不十分である。これに対して、我々

は、光学特性、耐熱性に優れた新規なプラスチック基

板材料を見出し（開発名：OPS）開発を進めている。

OPS樹脂の特徴を他の透明耐熱プラスチック基板材料

と比較するとともに、フレキシブルディスプレイへの

適合性について紹介する。

新規鉄粉の揮発性有機塩素化合物分解特性

清水要樹

東ソー研究・技術報告、5500、55－58（2006）

2003年施行された「土壌汚染対策法」により、揮発性

有機塩素化合物（以下、VOCと略す）による土壌・

地下水汚染の浄化等の対策が土地所有者等に対し義務

づけられるため、VOC等の浄化対策が加速されてい

る。浄化の一手段として、鉄粉の還元力を利用した脱

塩素分解法があるが、本研究ではメカニカルアロイ

（MA）法によるFe-Ni系分解剤が他社鉄粉に比べて高

い分解性能を有することを報告する。主に、難分解性

PCE等の短期分解挙動、分解に及ぼす反応温度及び薬

剤添加量の影響、さらに、掘削型、原位置型による実

汚染土壌での処理実績等を紹介する。

動的高吸着充填剤Toyopearl GigaCap S－650Mの特性

久保雄二
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東ソー研究・技術報告、5500、59－62（2006）

近年、医薬品用途等で生体高分子（タンパク質、酵素、

核酸等）に対する需要が急激に増加している。生体高

分子を生産する場合、培養工程と分離・精製工程が重

要なプロセスとなる。一般に、分離・精製工程は

Capture、Intermediate、Polishing工程の3ステップで

実施されている。Captureステップは目的物質を粗精

製する工程で、短時間処理が必須であり、高流速下で

も目的物質に対し、吸着容量の高い充填剤が要求され

る。本研究では、このような用途に適するよう新規に

開発・製品化された動的高吸着充填剤Toyopear l

GigaCap S－650Mの性能評価結果について報告する。

特に、この充填剤は抗体精製用に開発されたものであ

り、抗体に対する高い吸着能を有している。

クロロスルホン化ポリエチレンとフッ素樹脂との加硫

接着技術の開発

伊藤信行

東ソー研究・技術報告、5500、31－39（2006）

クロロスルホン化ポリエチレン（CSM）はポリエチ

レンを塩素化ならびにクロロスルホン化して製造され

る特殊合成ゴムである。CSMは自動車用燃料ホース

において、内層ニトリルゴムの外層材として用いられ、

ホースに耐熱性や、耐候性、耐オゾン性を付与してい

る。近年の環境問題から、カリフォルニア州のローエ

ミッションビークル規制が施行され、車一台から排出

される炭化水素量が制限された。これに対して、自動

車メーカーではガソリンの揮散抑制のため、耐燃料油

透過性が極めて優れるフッ素樹脂を内層に使用した燃

料ホースを開発している。そこで、フッ素樹脂製ホー

ス外層へのCSM適応のため、CSMとフッ素樹脂（テ

トラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン－

ビニリデンフルオライド共重合体）との加硫接着を検

討した。従来CSMとTHVの加硫接着は不可能であっ

たが、硫黄量を最適化したCSMと新加硫系（加硫剤

にトリチオシアヌル酸、加硫促進剤にDBU塩、加硫

接着向上剤に酢酸ナトリウム３水和物を使用する）の

組み合わせにより、THVと強固に加硫接着が可能と

なり、自動車燃料ホース外層材として目標規格を満足

する技術を確立した。

遷移金属触媒を用いる各種カップリング反応の開発

石川真一

Organometallic News トピック（1、2－4、2007）

東ソーグループは、全ハロゲン元素と各種有機金属化

合物の取り扱いが可能であり、広範囲の有機合成反応

を工業的スケールで実施出来る利点を有する。そこで、

この技術の優位性を生かすために、近年急速に普及し

ている遷移金属触媒を用いたカップリング反応技術の

開発に取り組み、特徴ある反応技術を開発した。まず、

有機金属化合物と有機ハライドとをクロスカップリン

グ反応させる方法（グリニャール型反応）として、

Fe系触媒を利用した熊田カップリング技術や、Ni触

媒を利用した鈴木カップリング技術をそれぞれ開発し

た。いずれも、従来の触媒系と比較して安価でクリー

ンな触媒系となった。尚、Fe系触媒を利用した熊田

カップリング技術は、レジスト用モノマーの工業生産

に現在利用されている。一方、Pd錯体触媒を利用し

て有機ハライドをカップリングさせる方法（ヘック型

反応）として、ヘック－アミノ化反応に極めて有効と

なるPd－P（tBu）3触媒を見出した。本触媒を利用すれ

ば、例えば、有機EL材料として注目されているトリ

アリールアミン類が簡便に合成可能となるため、現在、

本技術を活用した有機EL材料の開発にも取り組んで

いる。

Control of crystal size of high-silica mordenite by

quenching in the course of crystallization process

板橋慶治

ZMPC2006（Microporous and Mesoporous Materials）

ハイシリカモルデナイトの結晶化過程に急冷操作を行

い、結晶化速度および生成する結晶サイズに与える影

響を詳細に検討した。結晶化初期に急冷操作を行い再

び加熱することで、急冷操作を行わない場合に対し、

結晶化速度が著しく増大することを確認した。また結

晶化開始から冷却操作を行うまでの時間を調節するこ

とにより、結晶サイズを制御できることを見出した。

更に、急冷操作と種結晶添加を併せて行うことにより、

約500nmの微細なハイシリカモルデナイトを合成でき

ることを見出した。

Synthese,  structure and characteristic properties

of Rb－mordenite

板橋慶治

ZMPC2006（Microporous and Mesoporous Materials）

Si／Al＝5.3～8.3の範囲で不純物を伴わないRb－モルデ

ナイト（RMA－1）の合成に成功し、生成結晶のキャ

ラクタリゼーションを行った。Na以外のアルカリ金

属から純相のモルデナイトが得られた初めての例であ

る。窒素比表面積およびミクロ孔容積、27Alおよび29Si

MAS NMR、水分およびベンゼンの吸着特性を評価し

た。更にRietveld解析により、結晶構造中のRb＋イオ
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ンと水分子の位置を決定した。Rb－モルデナイトの水

分およびベンゼンの吸着容量はNa－モルデナイトより

低く、陽イオンのイオン半径と結晶構造中の位置から

考察を行った。

マンガン系およびニッケル－マンガン系材料

岡田昌樹、藤井康浩

「PEFC・DMFC・SOFC・リチウムイオン二次電池・

電気二重層キャパシタ」電池部材と高性能化の向上

リチウムイオン二次電池用正極材料のリチウム－マン

ガン スピネル材料（LiMn2O4）およびリチウム－ニッ

ケル－マンガン 層状材料（LiNi1／2Mn1／2O2）に関して

概説した。これら材料は、安全性と経済性の両立が必

要なハイブリッド自動車用途への適用が期待されてい

る。LiMn2O4は過充電・過放電に対する安全性とハイ

レート充放電が可能な特徴を備えているが、高温での

性能低下が実用上の課題とされてきた。Mnの一部を

LiとAlで置換する組成制御および粒子を緻密凝集させ

て比表面積を小さくする粉体制御によって高温安定性

が解決できることを見出した。LiNi1／2Mn1／2O2は他材

料に比べて利用可能な電気化学容量が大きく電池の高

容量化が期待されるが、サイクル安定性とレート特性

の改善が実用上の課題となっている。Rietveld解析と

電子線回折測定による結晶構造の詳細解析から、本来

の原子配列とは異なる超格子周期配列の存在を見出

し、Li過剰組成とすることで超格子周期配列の生成が

抑制されサイクル安定性とレート特性が改善できるこ

とを明らかにした。

Structural and electrochemical properties of LiNi1／

3Co1／3Mn1／3O2－LiMg1／3Co1／3Mn1／3O2 Solid

Solutions

藤井康浩、鈴木直人、三浦比呂志、庄司孝之、中山則

昭＊

Solid State Ionics，117788，849－857（2007）

LiNi1／3Co1／3Mn1／3O2はリチウムイオン二次電池用

正極材料として知られているが、その構造は未だ決定

されていない。構造解析を困難にする原因として、

Ni, Co, MnのX線原子散乱因子が近いことが挙げられ

る。本報告では、Niを原子散乱因子の大きく異なる

Mgで置換した化合物、LiNi1／3Co1／3Mn1／3O2－

LiMg1／3Co1／3Mn1／3O2固溶体を合成し、その構造評

価を行った。その結果、α－NaFeO2型の基本構造を

とるが、c-面内の原子配列は√3×√3型の規則性を有

することが電子回折により明らかになった。しかしな

がら、規則配列の積層秩序は乱れており、ターボスタ

ティックなグラファイトに類似した構造であることが

DIFFaXによるXRDパターン計算により検証された。

また、前記固溶体の電気化学測定の結果、LiMg1／

3Co1／3Mn1／3O2のCoイオンは活性であり、Li金属を

対極とした酸化還元電位は約4.1Vであることがわかっ

た。以上の結果から、LiNi1／3Co1／3Mn1／3O2におい

てもCoイオンは活性であることが示唆された。

Synthesis and characteristic properties of Rb－

mordenite

板橋慶治

Microporous and Mesoporous Materials（101、57－65、

（4）2007）

Si／Al＝5.3～8.3の範囲で不純物を伴わないRb－モルデ

ナイト（RMA－1）の合成に成功し、生成結晶のキャ

ラクタリゼーションを行った。Na以外のアルカリ金

属から純相のモルデナイトが得られた初めての例であ

る。窒素比表面積およびミクロ孔容積、27Alおよび29Si

MAS NMR、水分およびベンゼンの吸着特性を評価し

た。更にRietveld解析により、結晶構造中のRb＋イオ

ンと水分子の位置を決定した。Rb－モルデナイトの水

分およびベンゼンの吸着容量はNa－モルデナイトより

低く、陽イオンのイオン半径と結晶構造中の位置から

考察を行った。

触媒の特性と選定のポイント

木曾浩之

最新ポリウレタンの設計・改質と高機能化技術全集

（2007）

ポリウレタン（PU）の製造においては、主原料であ

るポリオール、イソシアネートの他に、触媒、整泡剤、

発泡剤、難燃剤、鎖延長剤、架橋剤、安定剤等の副資

材が、種々の用途と要求物性に応じて使われている。

近年、環境問題の高まりから、主原料に加えてこれら

副資材についても様々な改良が行なわれている。ポリ

ウレタン触媒は、ポリウレタンフォーム製造において、

硬化（発泡）速度だけでなく、フォームの流動性、発

泡時のセルの安定性、フォーム物性等に大きな影響を

与える。このため、触媒の選択及びその使用量は極め

て重要である。特に、自動車、家具、建材の分野では、

有機揮発性物質（VOC）の削減、塩素含有フルオロ

カーボン（CFC－11、HCFC－141b）の全廃等の大きな

技術的課題があり、触媒に求められるニーズは多様化

してきている。本稿では、最近の技術動向を紹介しな

がら、ポリウレタン触媒の特性と選定のポイントにつ

いて解説した。
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Novel Strong Gelling Catalyst for emission－Free

systems

H. Kiso, Y. Tamano.

PU MAGAZINE，4－1，FEBRUARY（2007）

構造最適化計算を使って各種反応型触媒の疎水性度を

評価した。その結果に基づいて、TEDAに匹敵する強

い樹脂化選択性を有する新規な反応型触媒を見出し

た。この新規触媒は、TEDAと似た反応プロファイル

を示し、PVC変色が少ないことがわかった。

Structural and Electrochemical Properties of

LiNi1／3Co1／3Mn1／3O2：Calcination Temperature

Dependence

藤井康浩、鈴木直人、三浦比呂志、庄司孝之、中山則

昭＊

Journal of Power Sources,  117711,  894－903（2007）

LiNi1／3Co1／3Mn1／3O2正極の工業化には粉体特性の向上

が必須であり、これには、焼結方法、および前駆体の

粉体特性が深く関わっている。このため、実用電池に

適した粉体特性と良好な電気化学特性が両立する合成

条件を検討した。高充填密度を実現する、球状かつ密

度の高い前駆体水酸化物を用いて合成を行い、焼成試

料の粒子形態、結晶構造、酸化度など物性の焼成温度

依存性を調べた。とくに透過型電子顕微鏡法を用い、

微細構造と電気化学特性との相関性を考察した。焼成

温度の高温化に伴い、粒子は焼結し比表面積は低下し

た。一方で、格子定数、遷移金属の酸化状態は増加す

る傾向を示した。焼成温度800－900℃では単一相であ

るが、1000℃以上で焼成した試料については、2×2型

に規則配列したドメインが母相とコヒーレントに析出

することが、電子回折、TEM観察により明らかにな

った。高温焼成により遷移金属層に空格子が生成し、

スピネル的な規則配列を生じたことに起因すると考え

られた。また、焼成試料の電気化学特性は、焼成温度

1000℃以上では顕著に低下した。スピネル的なドメイ

ンは1000℃以上で生成するため、高温焼成試料の特性

低下は局所的な構造変化に起因すると考えられた。

ゼオライト学会へのSEM写真の提供（「ゼオライト」

誌の裏表紙掲載用）

有賀　耕

ゼオライト　2244（3）、107（2007）

100μｍ径の原料シリカ粒子の形状を保持した球状ゼ

オライト粒子として結晶化し、その表層部にゼオライ

トの緻密相、粒子内部にゼオライト結晶粒子が析出し

たこれまでにないゼオライト形態を示した。（ゼオラ

イト結晶の多様性紹介を目的に、ゼオライト学会編集

員会の要請に応じた。）

東ソー自動グリコヘモグロビン分析計HLC－723G8の

開発

村上卓司＊、荻野慎二、山岸茂夫、黒木瞳、尾崎啓二、

松野隆則、土本健太郎、石塚哲也、伊藤義正

東ソー研究報告、5500、69（2006）

グリコヘモグロビン分析計HLC－723G8は既存機種G7

の後継機モデルとして良好な再現性を継承し、かつ処

理能力と迅速な分析結果報告能力の向上を目的とし開

発された。装置の流路を低容積化による分析時間の短

縮と、プレアクション工程の最適化によるプレアクシ

ョン時間の短縮を実現し、処理能力の向上を図った。

この結果、HPLC法最多の60検体／時の高処理能力と

最短2.0分でのファーストレポートの出力を可能にし

た。新規G8の高速分析を用いた高速分析、再現性、

共存物質の影響など基本的性能について報告する。

触媒を用いる含フッ素有機化合物の工業的製法開発

長崎順隆、三村英之

触媒、4499（1）、14－19（2007）

固体触媒を利用した含フッ素有機化合物の新規製造法

（気相ヨウ素化反応によるトリフルオロヨードメタン

の合成及びトリフルオロエタノールの気相酸化反応に

よるトリフルオロアセトアルデヒドの合成）の開発に

成功した。触媒の成分と担体を詳細に検討し、上記反

応におけるそれらの機能を明らかにした。
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